
  

      

   

   

 

一
月
二
十
四
日
（
土
）
か
ら
三
十
日
（
金
）
ま
で

は
、
全
国
学
校
給
食
週
間
で
し
た
。 

給
食
週
間
は
、
学
校
給
食
の
意
義
や
役
割
を
理
解

さ
せ
、
給
食
に
か
か
わ
る
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を

も
た
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
て
い
ま
す
。 

給
食
の
献
立
も
長
崎
の
郷
土
料
理
（
鯨
や
ト
ル
コ

ラ
イ
ス
等
）
や
姉
妹
都
市
の
料
理
（
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

市
の
ポ
ー
ク
ビ
ー
ン
ズ
や
ヴ
ォ
ー
ス
ロ
ー
ル
村
の
ポ

ト
フ
等
）
が
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
ま
し
た
。 

二
十
六
日
（
月
）
に
は
、
栄
養
職
員
の
堺
先
生
を

招
き
、
給
食
の
歴
史
、
内
容
、
つ
く
る
様
子
な
ど
を

説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

本
校
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
残
食
が
な
く
、
今
後

も
お
い
し
く
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

 
 

去
る
一
月
十
三
日
（
火
）
に
学

校
評
議
員
三
名
に
来
校
い
た
だ
き

今
年
度
の
学
校
経
営
、
及
び
学
校

評
価
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
も
児
童
の
あ
い
さ
つ
、

発
表
な
ど
の
姿
を
お
ほ
め
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

地
域
の
方
々
に
は
、
児
童
の
見

守
り
、
応
援
、
そ
し
て
環
境
面
で

の
支
援
な
ど
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
ご
支
援
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

皆
様
、
改
め
て
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

裏
面
あ
り 

を
体
験
し
ま
し
た
。
今
回
の
活
動

を
企
画
し
た
の
は
、
四
月
か
ら
最

高
学
年
に
な
る
五
年
生
で
す
。 

四
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
し
て

く
る
二
人
の
園
児
が
不
安
よ
り
も

ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
給
食
の
お
世

話
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画

を
一
生
懸
命
考
え
て
い
ま
し
た
。 

最
初
は
、
緊
張
ぎ
み
の
入
学
予

定
者
で
し
た
が
、
神
浦
小
の
先
輩

た
ち
の
優
し
い
声
掛
け
や
楽
し
い

遊
び
に
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

き
っ
と
二
人
の
園
児
も
四
月
か

ら
の
入
学
を
心
待
ち
に
し
て
く
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
入
学

式
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

 

三
学
期
は
「
行
く
」「
逃
げ

る
」「
去
る
」―

あ
っ
と
い
う
間

に
月
日
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
を
表

す
言
葉
で
す
。
そ
の
と
お
り
に
、

一
月
が
行
っ
て
し
ま
い
、
二
月
も

逃
げ
る
か
の
よ
う
に
過
ぎ
て
い
っ

て
い
ま
す
。 

在
校
生
は
、
始
業
式
の
と
お
り

「
六
年
生
と
の
月
日
を
大
切
に
」

す
る
べ
く
、
お
別
れ
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。 

六
年
生
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
な
が
ら
、
学
習

の
ま
と
め
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 そ

ん
な
六
年
生
が
、
二
月
三
日

（
火
）、
円
滑
に
中
学
校
へ
入
学

で
き
る
よ
う
に
、
外
海
中
学
校
で

行
わ
れ
た
入
学
説
明
会
に
参
加
し

ま
し
た
。 

中
学
校
で
は
、
校
長
先
生
か
ら

の
お
話
、
体
験
授
業
、
部
活
動
の

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

長崎市立 

 神浦小学校 

文責 

校長 津田康史 

神
浦
の
風 

し
ば
ら
く
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
暦
の
う
え
で
は
、
春
が
訪
れ

た
六
日
（
金
）
に
、
神
浦
小
学
校

入
学
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

入
学
に
関
し
て
学
校
か
ら
保
護

者
へ
説
明
を
し
て
い
る
間
、
次
年

度
の
入
学
予
定
者
が
本
校
児
童
と

い
っ
し
ょ
に
、
給
食
と
全
員
遊
び

歓迎レクリェーションの様子（２月６日） 

入
学
説
明
会 

新
一
年
生
が
入
学
し
ま
す 

体験授業の様子（外海中 ２月３日） 

校
長
室
か
ら 

神浦小学校   学校教育目標「学ぶことの喜びを実感できる子どもの育成」 令和８年２月１２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
話
で
は
「
安
心
し
て
中
学
生

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
優

し
い
語
り
か
け
が
印
象
的
で
し

た
。 体

験
授
業
は
、
楽
し
い
英
語
、

分
か
り
や
す
い
数
学
を
受
講
し
ま

し
た
。 

部
活
動
で
は
卓
球
や
サ
ッ
カ
ー 

が
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

四
月
か
ら
始
ま
る
中
学
校
生

活
に
希
望
が
膨
ら
ん
だ
体
験
だ

っ
た
よ
う
で
す
。 



              

【３月の行事予定】 

２日～６日 短縮日課（全学年１４：００頃下校） 

２日（月）全校集会 

３日（火）送別集会 

１２日（木）卒業式予行練習 

１３日（金）外海中学校卒業式 

１７日（火）卒業式会場設営 

１８日（水）第７９回卒業証書授与式（10時開式） 

２０日（金）春分の日 

２３日（月）大掃除 

２４日（火）修了式・離任式 

【学校評価から】  

１２月に行った学校評価について、より詳しく考察をまとめました。 

〇 満点（全て４の評価） 

 「⑥教職員は、児童の悩みや相談に、親身に対応している」「⑨子どもは平和を大切にする心

が育っている」「⑩学校は、子どもたち一人一人を大切にした教育支援に努めている」「⑫学校

は、わかりやすい授業を行っている」「⑲学校は、子どもの安全対策に気を配っている」 

  ５つの項目で満点の評価、特に子どもに直接かかわるところを評価いただき、素直にうれし

いです。子どものよいところをみつけ、指導する姿勢を徹底させたところがよかったと思いま

す。今後も、子ども一人一人に丁寧に対応していきたいと思います。 

 

〇 改善が必要 

 「⑮子どもは、家庭でよく読書している」が３．４（児童３．５、保護者３、教師３．７）と

いう結果でした。学校では貸出数の増加、隙間読書（給食後、作業が終わった後など）の推進な

ど向上もみられますが、家庭読書への働きかけがまだ不足しているようです。スピーチでの読書

紹介など、子どもが進んで取り組めるようさらに改善に努めます。 

 

〇 その他 

「①学ぶことの喜びを実感できる子どもたちが育っている」「⑤子どもは、『あ・は・は』運動 

を知っている」「⑰子どもは、早寝・早起き・朝ごはんを身に付けている」の評価が向上し、ひ

とまず安心しました。日常の指導の積み重ねを今後も大切にしていきます。 

 「⑪学校は、地域の人材・伝統・特色を生かした教育活動を行っている」や「㉓学校は、教

室・老化等の教育環境に努めている」は、保護者・地域（県民の森など）の協力のおかげで成

り立っています。特に今年度は「公益財団法人 岡田甲子男記念奨学財団」から助成をいただ

き、活用させてもらいました（本当に、ありがたかったです）。 

 

 今後も学校だけではできないことも保護者・地域の皆様と力を合わせることで、子どもたち

の成長を支えていきたいと思います。そのために、情報交換等の交流に一層努めていきます。

どうぞ、よろしくお願いします。 

 


